
 

 

 

 

 

 

秋が深まって、里も紅葉の季節となり、錦秋の秋本番です。晴

れた日に北校舎から見える比良の山並みも随分色づいてきまし

た。季節が巡るのは早いもので、あと 1週間もすれば二十四節気

の「小雪」です。暦の上では冬本番です。日一日と日が暮れるの

が早くなります。 

子どもたちの下校後の安全な過ごし方についても、ご家庭で

お話いただければ幸いです。 

 

子どもの頃、急いで家の外に出た時に、靴の踵を踏みつぶして

いたことを父親に厳しくたしなめられたことが何度かあります。

校内で見かける子どもたちに目を向けると．．．。上履きの踵をつ

ぶして履いている子を見かけます。特に、教室で勉強をしている

ときに見る上履きは、半分脱げかかっていることもあります。 

日本の「靴文化」自体、西洋に比べて歴史が浅く、靴が一般に

広がるまでは、当然草履を履いていました。草履は足に引っ掛け

て履くため、しっかりと踵まで入れるものではありません。それ

以前は素足で過ごす文化だったため、屋外で足の裏を守るために

草履を履くようになっても、家に帰れば素足という生活でした。日本では、靴を履いたり脱いだ

りすることが頻繁にあるため、きっと面倒くさがって踵をつぶす人がいるのだと思われます。ま

た、度々の着脱により踵部分が劣化しやすくなります。履き方が悪くて靴が壊れやすくなるのは

もったいないことです。こうした日本人特有の精神から、「靴の踵をつぶして履くのはよくない」

という認識が広まったのかも知れません。西洋は靴を脱がない生活です。そして、西洋では「靴で

人を見る」と言われます。踵がつぶれた靴を履いていれば、とてもだらしない人と判断されてし

まいます。つまり、きちんと靴を履いていることが人としての品格を高めるといった土足文化の

認識なのです。子どもたちには、だらしなく見えないようにふるまうこと、物を大切にする気持

ちとともに、いざという緊急時に自分の身を守るという視点で、靴をきちんと履いて欲しいと思

っています。とっさに身をかわさなければ命にかかわるとい

った場面がないとは限りません。例えば、階段でつまずきそ

うになったとき。道路で自転車と接触しそうになったとき。

危険から身を守るためにもきちんと履いておきたいもので

す。 

そういえば、かつて踵を踏んでいた私をたしなめた父が介

護施設に入所する際、介護職員の方から、「室内履きは、踵

がある靴を選んでください」と言われたことがありました。

高齢者でも子どもでも、安全第一です。さて、玄関に並んだ

スニーカーや持ち帰った上履きの踵をよく見てみてくださ

い。つぶされた跡はないでしょうか？ 
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＜お世話になった皆様（順不同）＞ 誠にありがとうございました。 

井上 俊生 様 山本 實 様  中塚 浩 様  笠谷 洋祐 様 岡本 新次 様 

瀧本 昌幸 様 和田 友和 様 岡本 善英 様 大崎 俊哉 様 大崎 雄大 様 

西條 一成 様 西條 正博 様 岡本 吉伸 様 奥出 和彦 様 川端 俊司 様 

川端 一平 様 杉本 加津美 様 

 

真野小学校 ＵＲＬ：http://www.otsu.ed.jp/mano-e/ 

学校行事や学習活動の様子を随時紹介しています。是非ご覧下さい。 

 

お世話になった地域の皆様、 

誠にありがとうございました。

十字池クリーン作戦当日に申し

ておりましたとおり、 

 

よみがえった十字

池を見た子どもた

ちの目は輝いてい

ました。 

http://www.otsu.ed.jp/mano-e/

